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アジア・新興国の特許収録の現状

・最近では、誰でも気軽に商用英語データベースにアクセス
できるようになった。

・データベースに収録国として挙げてあれば
特に、研究者・技術者は、データの収録は１００％と勘違いする。
実は、収録状況は国ごとに異なる。
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・商用英語データベースの収録が１００％であるのは、
US、EPなど欧米とPCT、日本、中国のみ。
（但し中国は１～２か月のタイムラグあり）

・調査前に収録年と収録状況を確認することが重要。

データが欠落していることに気づかないと
「調査しましたがありませんでした。」と報告することになる。



商用英語データベースの蓄積情報

世界 44ヵ国以上の特許発行機関を対象に 4,350 万以上の特許ドキュメントを
網羅し、2,000万件以上のレコードを収録している 。他を寄せつけない規模で
世界の特許文献にアクセスできます。

業界最多の収録範囲：
100カ国の特許情報を収録。インド・メキシコ・ユーラシア特許が新たに追加さ
れ、30カ国のフルテキスト(全クレームを含む全文)を網羅しています。
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世界80ヵ国以上の約5,000万件のデータが横断検索できます。

データの収録に欠落があれば、上記のような情報だけで
データベース採否の判断材料とはならない。

「英語データベースの収録には欠落がある」と認識して使うことが重要

商用英語データベースでは、収録国数、全収録
レコード数を競うかの如くPRしているが・・・

まず収録を確認してから



商用英語データベース収録状況（中国）

中国特許の商用英語データベースへの収録は、2,3年で大幅に改善された。
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収録タイムラグはデータベースごとに異なる。



商用データベースの収録（台湾）
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商用データベースの収録（韓国）
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C社ﾃﾞｰﾀは、一部
登録中に公開が混在



早期公開特許
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多くの商用DBでは
適時に把握できない。



その他のアジア・新興国の特許情報

DWPI・INPADOCの収録
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http://science.thomsonreuters.jp/media/ps/wp/TI_asia_market.pdf

DWPI収録開始年（特許）
・中国(1985～) ・台湾(1993～) ・韓国(1978～) ・ﾌｨﾘﾋﾟﾝ(1992～)
・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ(1993～) ・ﾍﾞﾄﾅﾑ(2010～) ・ﾏﾚｰｼｱ(2010～) ・ﾀｲ(2010～)
・ｲﾝﾄﾞ(1975～) ・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(1975～) ・ﾛｼｱ(1993～) ・南ｱﾌﾘｶ(1963～)



その他のアジア・新興国の特許情報

9http://www.jaici.or.jp/stn/pdf/asiapat.pdf(化学情報協会)



その他のアジア・新興国の特許情報
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中国、台湾、韓国、ｲﾝﾄﾞ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、ﾛｼｱ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾏﾚｰｼｱ、ﾀｲ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ﾍﾞﾄﾅﾑ
などの各国特許庁・商用英語DBの詳細収録情報は「知財部調査室・資料室」参照

http://www.geocities.jp/patentsearch2006/reference-room.html



非英語圏の特許調査の基本

登録

原語検索 商用英語DB

登録

欠落分を原語ＤＢで補う

①

②

まず英語ＤＢで調査
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公開

失効

公開

ﾌｧﾐﾘｰにより増える

調査不要の場合も



非英語圏の特許調査の基本

商用英語ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

原語ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 公報番号をﾏｰｼﾞ

英語情報を優先

内容精査

・要約
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その他のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

英語情報を優先 ・要約
・クレーム
・全文
・ファミリー
・審査経過情報
・引用情報 他

日本語検索ｼｽﾃﾑなど

原語データベースは英語データベースの補完として使う。
英語データベースには、収録の漏れ、収録のタイムラグﾞあり。



ハイブリッド検索システム（イメージ図）

１００％
現状 近い将来

英語収録 原語収録 英語情報
０％

英語ワードと原語ワードをシームレスに検索できる。

英語収録 原語収録 英語情報



英中科学用語辞書(鄭州大学) 
(http://www3.zzu.edu.cn/zzjdict/)

英語 ⇒ 中国語

Web辞書を使う際の留意点

特許用語専門辞書ではないので
候補に挙げられた用語がデータ

ベースにあるとは限らない。

逆に特許で汎用されている用語
を示してくれないこともある。



繁体字同義語辞書（台湾）
(http://twpat4.tipo.gov.tw/tipotwoc/tipotwsyn)



英韓辞書(NAVER)



Google翻訳

新興国特許調査 17

RU239007抄録部分の翻訳



Googleﾂｰﾙﾊﾞｰのｲﾝｽﾄｰﾙ
(http://www.google.com/intl/ja/toolbar/ff/index.html)



ｲﾝﾄﾞ特許庁IPAIRS検索画面
（http://124.124.193.245/patentsearch/search/index.aspx）
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ﾏﾚｰｼｱ特許庁検索画面
(https://iponline.myipo.gov.my/ipo/main/search.cfm)



ﾀｲ特許庁
（http://www.ipthailand.go.th/ipthailand/index.php?lang=en）



ﾌﾞﾗｼﾞﾙ特許庁 (http://www.inpi.gov.br/portal/)

21)出願番号
22)出願日
31)優先権番号
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31)優先権番号
32)優先権日
33)優先権国
51)IPC
54)発明の名称
57)要約
86)PCT出願番号
71/73)出願人/

権利者
72)発明者



ﾛｼｱ特許庁
(http://www1.fips.ru/wps/wcm/connect/content_en/en/main/)

・要約中
・発明の名称
・公報番号
・発行日
・出願番号
・ＩＰＣ
・出願人
・発明者
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・発明者
・権利者
・公開日
・国内移行日
・ＰＣＴ出願番号
・ＰＣＴ公開番号
・代理人
・先行技術文献
・優先権
・種別ｺｰﾄﾞ



商用DBと各国特許庁特許DB機能比較

 長所 短所 

商用 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

・隣接、近接演算、履歴演算など複

雑で効率的な検索も可能。 

・独自の分類などで検索でき、ﾃﾞｰﾀ

の統計処理なども可能。 

・各種の形式で結果を表示できる。 

・ｻﾎﾟｰﾄ体制が充実。 

・分類など特殊なｺｰﾄﾞを使った検索は、

初心者には不向き。 

・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽによっては料金が高い。 

・ｱｼﾞｱの特許情報は収録が不十分。 

各国特許庁 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

・ﾃﾞｰﾀ更新が比較的早い。 

・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに不慣れな研究者でも手

軽に検索できる。 

・公報全文や審査経過情報が入手

できる。 

・無料。 

・検索、出力機能に劣る。近接演算、履

歴演算や絞込みなどができない。 

・ﾃｷｽﾄ検索：同義語を並べて検索要。 

・最新情報は原語検索が必要。 

・英語抄録 DB は収録が不十分。 

 

 

 各国特許庁ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽは、検索･出力・解析機能など商用DBに及ばない
が、収録のﾀｲﾑﾗｸﾞが短いこと、審査経過情報・年金支払情報など商用
DBでは得られない情報が入手できることから、商用DBを補完するDBと
して利用できる。



アジア特許情報研究会の概要

１．アジア、新興国の特許情報について研究
活動内容は、外部発表（学会、論文等）することを原則

２．活動は毎年1月から12月
遠隔地のメンバーも考慮してワーキング内容は主として
メールでやりとり（適宜オフラインミーティング）

３．会費は無料
４．メンバーは知財経験5年未満の方も多い。

（2012年度は28社30名）
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（2012年度は28社30名）
５．必要に応じ、商用ツールも各ベンダーさんにお願いして

無料IDを発行していただき検討しています。

2012年度活動成果をINFOPRO2012(10/18,19)で発表（６題）。
発表することもスキルの１つとして捉え、発表未経験者にも。

研究会の具体的活動
http://www.geocities.jp/patentsearch2006/asia-research.html 
mail ：patentsearch2006@yahoo.co.jp(事務局)


